
第
五
條

ス
可
シ

東
洋
絵
画
会

第
二
回
内
国
絵
画
共
進
会
が
開
か
れ
た
明
治
十
七
年
の
秋
に
は
日
本
画
界
に

も
う
―
つ
の
重
要
な
出
来
事
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
東
洋
絵
画
会
の
発
足
で
あ

る
。
同
会
は
日
本
画
各
派
を
擁
し、

農
商
務
省
官
僚
の
肝
煎
り
で
発
足
し
た
も

の
で
、
会
長
は
農
商
務
大
輔
品
川
弥
二
郎
（
天
保
十
四
年
＼
明
治
一
―
-
+
-
＿一
年）
、
副

会
長
は
野
村
素
介
（
号
素
軒
。
天
保
十
三
年
1
昭
和
二
年
）
で
あ
っ
た
。
会
員
数
は

非
常
に
多
く
、
中
に
は
橋
本
雅
邦
や
川
端
玉
章
な
ど
も
名
を
連
ね
て
お
り
、
ま

た
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
も
名
誉
会
員
の
中
に
加
え
ら
れ
て
い
る
。
『
東
洋
絵
画
叢
誌
』

（
明
治
十
七
年
九
月
創
刊
）
は
同
会
の
機
関
誌
で
あ
る
。
同
会
の
最
大
の
事
業
は

毎
年
一
回
開
く
絵
画
共
進
会
で
あ
っ
た
。
第
一
回
は
明
治
十
九
年
秋
に
開
か
れ

た
が
、
そ
れ
は
単
に
さ
き
の
内
国
絵
画
共
進
会
の
民
営
版
と
も
言
う
べ
き
も
の

で
、
こ
れ
と
い
っ
て
新
味
は
無
か
っ
た
。
た
だ
注
目
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、

規
約
の
中
に
、

第
十
二
條
本
會
ハ
叢
誌
稜
賣
ノ
利
益
有
志
者
ノ
醸
金
ヲ
以
テ
聾
學
校
設
立

ノ
資
本
二
充
ッ

酸
集
金
額
一
萬
園
以
上
二
達
ス
ル
片
ハ
登
學
校
設
立
二
着
手

と
い
う
条
項
を
設
け
、
画
学
校
設
立
に
積
極
的
姿
勢
を
示
し
て
い
た
こ
と
で
あ

る
。
計
画
の
内
容
を
推
し
測
る
す
べ
は
無
い
が
、
同
会
の
性
格
か
ら
み
て
恐
ら

く
前
述
の
ワ
グ
ネ
ル
の
提
案
を
具
体
化
す
る
こ
と
が
主
旨
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ

河瀬秀治

（『河瀬秀治先生伝』 より転載）

立
美
術
学
校
設
立
運
動
に
押
さ
れ
て
立
ち
消
え
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

『
美
術
真
説
』
に
よ
っ
て
日
本
画
復
興
の
方
法
を
説
き
、
大
き
な
反
響
を
呼

び
起
こ
す
と
と
も
に
一
躍
有
名
に
な
っ
た
フ
ェ
ノ
ロ
サ
は
、
や
が
て
鑑
画
会
を

拠
点
と
し
て
独
自
の
復
興
構
想
を
実
践
に
移
す
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
も
そ
も
鑑

画
会
と
い
う
の
は
モ
ー
ス
に
心
服
し
て
い
た
刀
剣
商
町
田
乎
吉
が
発
案
し
た
も

の
で
、
町
田
が
フ
ェ
ノ
ロ
サ
と
相
談
し
て
明
治
十
七
年
二
月
に
「
和
漢
ノ
事
歴

品
格
二
関
ス
ル
真
理
ノ
講
究
」
を
目
的
と
す
る
ク
ラ
プ
を
結
成
し
た
の
が
そ
の

始
ま
り
で
あ
っ
た
。
当
初
は
町
田
が
会
主
を
つ
と
め
、
活
動
の
中
心
を
新
古
画

（
文
人
画
以
外
の
各
派
日
本
画
）
の
鑑
定
に
置
い
て
い
た
。
初
会
は
同
年
三
月
九

日
、
両
国
中
村
楼
で
開
か
れ
、

そ
の
後
は
各
所
で
一
週
間
お
き
に
開
か
れ
た

が
、
そ
の
際
に
は
狩
野
永
應
、
山
名
貫
義
、
狩
野
友
信
、
お
よ
び
永
應
に
狩
野

マ
サ
ノ
プ

永
探
理
信
の
名
号
を
許
さ
れ
た
フ
ェ
ノ
ロ
サ
が
鑑
定
委
員
と
な
っ
て
持
ち
込
ま

れ
た
絵
を
鑑
定
し
、
可
と

す
る
も
の
に
は
全
委
員
連

署
の
鑑
定
状
を
交
付
し

た
。
ま
た
、
毎
回
フ
ェ
ノ

鑑

画

会

ロ
サ
や
ビ
ゲ
ロ
ウ
が
蒐
集

し
た
古
画
を
系
統
的
に
展

示
し
、

フ
ェ
ノ
ロ
サ
が
講

演
を
行
っ
た
。
し
か
し
、

る
。
た
だ
し
、
こ
の
計
画
は
遅
々
と
し
て
進
ま
ず
、
岡
倉
や
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
官
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後
、
同
二
十
一
年
二
月
二
十
六
日
の
第
十
回
ま
で
開
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て

い
る
。
毎
回
フ
ェ
ノ
ロ
サ
は
新
画
を
懇
切
に
批
評
し
、

ま
た
、

古
画
を
展
示

し
、
講
演
を
行
っ
た
。
第
七
回
と
第
十
二
回
は
大
会
と
称
す
る
新
画
展
覧
会
に

あ
て
、
そ
こ
で
は
優
秀
作
に
賞
金
を
与
え
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
が
批
評
演
説
を
行
っ

た
。
第
一

回
大
会
（
明
治
十
八
年
九
月
十
日
＼
十
四
日
）
の
主
な
出
品
は
次
の
と

お
り
で
あ
っ
た
。

一
等
宜
（
十
五
円
）
鮮
斎
氷
罹

「
僧
祐
天
夢
二
不
動
ヲ
見
ル
図」

新
し
い
鑑
画
会
は
明
治
十
八
年
一
月
二
十
五
日
に
初
会
を
開
い
た
。

そ
の

会
主
の
町
田
は
第
三
回
例
会
を
も
っ
て
退
会
し
、
以
後
は
フ
ェ
ノ
ロ
サ
が
会
務

を
司
る
こ
と
に
な
り
、
活
動
内
容
に
も
変
化
が
生
じ
た
。
フ
ェ
ノ
ロ
サ
に
は
独

創
的
な
画
家
を
集
め
て
フ
ェ
ノ
ロ
サ
自
身
の
理
想
と
す
る
方
向
に
沿
っ
て
制
作

を
な
さ
し
め
、
し
か
る
べ
き
作
品
を
海
外
で
売
却
す
る
と
い
う
事
業
計
画
が
あ

っ
た
。
そ
の
た
め
に
活
動
の
重
点
を
鑑
定
か
ら
新
画
批
評
へ
移
し
、
画
家
教
育

に
主
力
を
注
ぐ
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
は
新
し
い
日
本
画
を
生
み
出
す

こ
と
を
主
眼
と
し
、
そ
の
た
め
に
は
洋
画
の
長
所
も
採
り
入
れ
る
必
要
が
あ
る

と
い
う
方
針
を
と
っ
た
の
で
、

龍
池
会
幹
部
の
多
く
は
こ
れ
を
白
眼
視
し
た

が
、
中
に
は
河
瀬
秀
治
や
岡
倉
覚
三
（
明
治
十
七
年
一
月
龍
池
会
に
入
会
し
て
録
事

と
な
っ
た
。）

の
よ
う
な
有
力
な
理
解
者
も
い
た
。
そ
こ
で
フ
ェ
ノ
ロ
サ
は
彼
ら

と
相
談
の
上
、
明
治
十
八
年
初
頭
に
鑑
画
会
の
組
織
を
改
革
し
、
会
頭
河
瀕
秀

治
、
理
事
岡
倉
覚
三
、
会
員
狩
野
友
信
、
狩
野
芳
崖
、
橋
本
雅
邦
等
々
に
よ
る

新
し
い
会
と
し
て
再
発
足
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
ほ
か
に
在
米
公
使
九
鬼
隆
一

（
嘉
永
五
年
＼
昭
和
六
年
）
が
名
誉
会
頭
と
し
て
後
援
し
、

元
老
院
書
記
官
有
賀

長
雄
が
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
通
訳
者
と
し
て
協
力
し
た
。
会
の
事
実
上
の
統
率
者
が

フ
ェ
ノ
ロ
サ
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

狩

野

芳

崖

二
等
買
(
+
円
）

三
等
宜
（
五
円
）

山
本
松
深

「冬
山
荘
景
」

狩
野
芳
崖
「
伏
龍
羅
漢
」
、
橋
本
雅
邦

「
山
駅
秋
色
」

四
等
宜
（
二
円
五
十
銭
）
狩
野
友
信
「
松
下
人
物
」
、
岡
倉
秋
水
「
鷲
」
、
端
館
紫
川

「水
中
群
魚
」
、
金
子
玉
淵
「
栗
樹
秋
禽
」

そ
の
他
出
品
者
安
藤
広
近
、
三
島
蕉
窓
、
狩
野
勝
玉
、
遠
藤
広
宗

・
狩
野
忠
信
、

石
渡
玉
壺
、
飯
島
光
峨
、
江
口
親
雄
、
尾
形
月
耕
、
岡
梅
裟
、
芝
永
章

・
大
久
保
一

岳
、
結
城
正
明
、
加
藤
竹
斎
、
山
田
成
章
等
々
。

フ
ェ
ノ
ロ
サ
は
情
実
を
排
し
、
作
品
そ
の
も
の
の
良
し
悪
し
に
よ
っ
て
賞
を

与
え
、
評
価
の
根
拠
を
明
示
し
た
の
で
、
大
会
の
評
判
は
頗
る
良
か
っ
た
。
第

二
回
大
会
（
後
述
）
に
お
い
て
は
さ
ら
に
こ
れ
を
上
回
る
成
功
を
収
め
る
こ
と

に
な
る
。

狩
野
芳
崖
は
フ
ェ
ノ
ロ
サ
に
よ
る
日
本
画
復
興
運
動
に
は
欠
く
こ
と
の
で
き

な
い
画
家
で
あ
っ
た
。
両
者
の
出
合
い
は
日
本
近
代
絵
画
史
上
、
あ
る
い
は
ま

た
本
学
史
上
記
念
す
べ
き
出
来
事
で
あ
っ
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
時

期
は
、
明
治
十
七
年
の
第
二
回
内
国
絵
画
共
進
会
の
際
と
す
る
の
が
従
来
の
定

説
で
あ
っ
た
が
、

む
し
ろ
明
治
十
五
年
説
（
山
口
静
一
著

『
フ
ェ
ノ
ロ
サ
』
昭
和

五
十
七
年
四
月
、
三
省
堂
）

の
方
が
妥
当
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
恐
ら
く
明
治
十

五
年
の
第
一
回
内
国
絵
画
共
進
会
の
際
、

顧
問
の
任
に
あ
っ
た
フ
ェ
ロ
ノ
サ

は
、
審
査
員
が
見
向
き
も
し
な
か
っ
た
芳
崖
の
作
品
に
注
目
し
、
激
賞
し
、
そ

れ
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
芳
崖
が
狩
野
友
信
に
伴
わ
れ
て
フ
ェ
ノ
ロ
サ
を
訪
問

し、

初
め
て
対
面
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
芳
崖
を
知
っ
た
フ
ェ
ノ
ロ
サ
は
月
給
二
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